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C 97　　天日または紫ﾀﾄ線を照射したキノコの遊離アミノ酸の変化

　　　　埼玉大教育　　　　　桐渕寿子

　目的　キノコ類に天日または紫外線を照射するとビタミンD 2が生成することはすでに
報告した(日本家政学会第41回大会発表、家政学会誌に投稿中）。本実験では、このよう

な処理することにより味にどのような変化がおこるかをキノコ中の遊離アミノ酸の変化か

ら調べた。
　方法　キノコは秩父産の生シイタケ、ヒラタケ、エノキタケを使用し、天日、紫外線の

照射は前回と同様に行った。このようにしてビタミンD 2が生成されたキノコの遊離アミ

ノ酸組成を生のものと比較した。また天日乾燥、熱風乾燥した場合についても調べた。ア

ミノ酸組成は高速液体クロマトグラフ(島津L C －6 Aアミノ酸分析システム) によって

分析した。
　結果　1 .上記キノコ中で、遊離アミノ酸が最も多かったのはヒラタケで、次いでエノ

キタケ。シイタケの順であった。　2 . 3時間の天一日または紫外線照射により遊離アミノ

酸組成の顕著な変化はなかったが、遊離アミノ酸含量は5 0％前後増加した。これらをさ

らに乾燥するまで日光に曝しておくと、多い場合は２倍以上に増加した。　3 .どのキノ

コもグルタミン酸の増加は著しく、遊離アミノ酸中グルタミン酸の占める割合は最も大き

かったのは乾燥シイタケであった。　4 .生シイタケは冷室に保存しても急速にアンモニ

アが増加したが、紫外線照射したものは数日間はアンモニアの量に変化はなく、その後急

速に増加した。　5 .キノコに紫外線を照射すると、ビタミンD2が生成するのみではな

く、旨味成分のグルタミン酸が増加し、また保存性も増加するものと思われる。

C 98 かウロクタヶ（I>o.。血必ぺ必しれむごC Berkり旅石ヽＪ

呼溥か雄大　°執原寿子　田畑武丈

　目的　ホウaクヲケは　サルノコシカケ科に属するキノコで　回廊状態､で｀は広範斟こ分

節するが　>i の培参に関寸ゐ幕謹的データは　ほどλど知られていない。そこZヘホウロ

クタケ加奈。生育に鍔する套ぽ培杷・検討■ ｿ濤､及びご源黍加による影響・Ｃへ/比の検討

・至表戸H・至適温哀・朔T木血ぼ等の影響について各/ﾏ考討し批.

　ｸ5泳　⑦ホヤaクヲケの色糸は　野外に白ましているものから分離し長。②/ ダ種の

荼鑓培地を用ヽヽヽて　薗かのま長皮をを観象し仁。その申で≒=値斤・r培地亀基虎培fitとし

て選祁lし　２れにペプトン･ 肉エキス薯ワ兼類のﾉｿ源包加え　その影響を考封し化。

③さらに　写経ﾁﾞer培地にグ･レコ-ヌ、･ キシa ―ス等／3礦類､の糖も添加し　'― ■7'T＼の影響

を痩討し化。④N源葱0.01% , 心詐, んバ, o､/"Aとして　各/ﾏのC八比芒検討し

た。③菌糸律長に対すゐ至£？り及び至重温友-^観察しTz.。のフヌギ・フ'I等き痢撒

につヽヽて木片(ぶ∂ynesんj)の形惑にして培地蓋丿生葱療豺した、
　結果　麦蔓エキス・ヱ匙エキス･ Pエ)洒培地専が　特に幕恙な歯糸仲長乞示しTz 。合成

瑞地の申では　ﾌﾆHeﾁﾞ鋤や培心ﾌ)神長が最も良かったので　これ包基本遮地とし長。厘源・

影響は　アV二して幻2.加添加し狐場合ぺつトン・カザミノ酸等・肩機態wが瀕葱な

ま苛葱尽し化．C源の氷加では　シユnロース・フルコース片が最も咎く　ガラクトース

・もロビブマ一フ､は不良で｀あn仁. Ct^此はVレベルの劃ヽヽ雇生膏が良く　至適CN比は

ヽぐ∂で｀あっ瓦.££戸Hはこ∂,
至適長泉はｊダと:rヽ最沓生育が浪力、つ良. 衡穆紅聳で

は　フヌギ・コナラ・シバ・広嘩樹が　良好な生有包示し仁。


